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茨城県ひたちなか市海岸の海産顕花植物の現状
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はじめに

•筆者は，1961年より茨城県沿岸の海産植物の生 

態•分布の調査を行っている.これらの調査結果 

については中庭 ( 1 9 7 5 ,1977, 1 9 8 1 ,1 9 9 2 )にお 

いて報告を行ってきた.また，本会報にも報告し 

た (中 庭 •小高，1 9 8 3 ,中庭，1987).

その後も調査中であり，未報告であるが，エビ 

ア マ モ {Phyllospadix japonica M a k in o )の太 

平洋沿岸の北限地が多賀郡十王町伊師浜より北の 

北茨城市五浦であることを確認した （ 1994).

本報告では，ひたちなか市殿山町海岸で茨城県 

沿岸最大のェビアマモ群落を確認したので報告す 

る.

生育地域の海況

茨城県沿岸は，南端の鹿島郡波崎町から北端の 

北茨城市まで約180kmある.今回の調査地域で 

あるひたちなか市は，そのほぼ中央部にあたり約 

16kmある.このうち，北部の約 5 k m は砂浜海 

岸であるが，そのほかの海岸は岩礁地が続き茨城 

県沿岸で最も海草の着生基物の豊富なところであ 

る.岩礁地は，南から殿山町•平磯町（図 1 ) ,  

磯崎町に分けられる.岩礁地は，全体的に平板状 

に広がるが，干潮時に波浪が打ちつける最も沖に 

位置する岩礁は凹凸があり，潮位で潮間帯下部の 

高さである.

地形は外洋に対し直線的で，強い波浪を直接受 

ける海況にある.

調査方法と期間

調査は，大潮日の前後の干潮時を選び実施した. 

調査にあたっては，標本作成のための採集と付近 

の植生を記録した.調査期間は1997年 4 月 7 日か 

ら1999年 6 月15日までの3 年間である.調査回数 

は延べ19回でその内訳は，殿山町 5 回，平磯町8 

回，磯崎町6 回である.

*〒311-0103茨城県那珂郡那珂町横堀669—3 . 茨城海の生物研究会代表.
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植生の概要

ひたちなか市の殿山町の海岸は，平板状の岩礁 

が低潮線付近から漸深帯に広がる.その所々には 

岩礁塊があり，形は凹凸のあるもの，傾斜面を持 

つものと変化に富んでいる.大潮時に海水が退行 

するあたりには，潮位で潮間帯下部あたりの高さ 

の岩礁が多い.

エビアマモなどの植生は，表 1 のとおりである.

S t . 1 . 姥の懐マリンプールの東にエビアマモが 

生育するが，個体数は少ない.付近には， 

ナガアオサ，オゴノリ，コメ ノリ，カイノ 

リなどが多くみられる.

St. 2 . 平板状に広がる岩礁の最先端にきのこ状 

岩礁がある.この手前約10m の潮間帯下部 

にエビアマモの大群落が汀線にほぼ平行に 

生育している.付近には，アラメ群落，エ 

ゾシコロ，ハリガネなどがみられる.代表 

的な生育地点である.

St. 3. St. 2.より汀線と平行に北へ約80m の平 

板状の岩礁にエビアマモがみられる.付近 

には， ス ガ モ (Phyllospadix iwatensis 

M a k in o )の大群落が広がっている.

St. 4. St. 2.のきのこ状岩礁と道路下のテトラ 

ポットを結んだ線上のテトラポットより約 

15m にエビアマモが生育している.付近に 

は，ネバリモ，ツノマタ， タンパノリなど 

がみられる.

S t— 5 . きのこ状岩礁の北東約3 0 m にあるタイド 

プールにエビアマモの大群落がある.潮位 

は低潮線から漸深帯にかけてで海水中から 

裸出することはない.付近にスガモ，ハリ 

ガネが多くみられる.個体数も多く代表的 

な生育地点である.

St. 6 . きのこ状岩礁から離れて，独立した沖の 

岩礁にエビアマモが生育している.潮位は 

潮間帯下部にあたる.

St. 7 . 崖上のマンションの南，強い波浪を直接

表 1 ェビアマモの生育地点（殿山町)

St. 生育範囲 （m) 垂直分布

1 2X2 漸深帯

2 3.5X4 潮間帯下部

3 0.8X1 漸深帯

4 1X2 漸深帯

5 10X15 漸深帯

6 2X3 潮間帯下部

7 7X15 潮間帯下部

8 2.5X5 漸深帯

図 3 きのこ状岩礁とェビアマモ（St. 2).

受ける岩礁上にエビアマモの大群落がある. 

潮位は潮間帯下部にあたる.付近には， ア 

ラメ，ヒラムカデが群落を形成している.
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個体数も多く代表的な生育地点である.

殿山町の北端，屋外放送用スピーカーポー

ルより沖約70 m にエビアマモが生育してい 

る.付近には，フトジユズモ，ヒデリメン， 

ミツデソゾなどがみられる.

図 4 低潮線付近のェビアマモ群落（St. 5).

図 5 潮間帯下部のェビアマモ（ St. 6).

スガモは群落を形成し平板状の岩礁に多く，潮 

位は低潮線付近から漸深帯にかけて生育している. 

他には，オオハネモ，スジウスバノリ，エゾシコ 

口，ハリガネ群落が目立つ種である.

平磯町南部にあたる平磯漁港の北堤付近には， 

エビアマモの生育地点が数地点あるが個体数はそ 

れほど多くない.これより北1.3kmに茨城県水産 

試験場がある.この北に1 地点エビアマモの生育 

地点がある.個体数は少ない.スガモは各岩礁に 

点在し個体数も多い.波浪の強くあたる岩礁では， 

低潮線より高さ1 .7mのところでもみられる.

磯崎町では磯崎灯台付近でエビアマモが1 地点 

で確認できた.スガモは殿山町や平磯町と同様に 

各岩礁に広く生育している.

考 察

中 庭 （ 1 9 7 5 )の報告以来調査を継続しているが', 

茨城県沿岸における暖海性海草であるエビアマモ 

の分布は，1987年には5 地域に生育していたが， 

1992年には，東茨城郡大洗町，ひたちなか市平磯 

町，多賀郡十王町伊師浜の3 地域に減少した.そ 

の後，北茨城市五浦 （ 1994. 5. 2 5 ) の 2 地点で 

確 認 （未報告）した.これは太平洋沿岸における 

北限地にあたる.これらのいずれの地域でも生育 

する個体数は限られており，希少種といえる.

本報告のひたちなか市殿山町のェビアマモは，

図 6 ェビアマモの大群落（ St. 7). 図 7 エビアマモのへら状総包.
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中庭報告の3 地域及び北茨城市五浦のいずれの地 

域よりも生育地点が多く 8 地点で確認できた.し 

かも，大きな群落を形成していた.これは，いま 

まで確認した他の地域には全くないことである. 

エビアマモの生育帯は，波浪を強く受ける岩礁地 

点では高く，潮間帯下部に生育しているが，平板 

状の岩礁では，低潮線付近から漸深帯に生育して 

いる.平磯町や磯崎町でもエビアマモの分布地点 

は確認できたが極めて少ない.また，生育個体数 

も少ない.

以上のような現状から，太平洋沿岸における北 

限地にあたる茨城県沿岸のエビアマモは，絶滅危 

惧種として保護の必要性を強く痛感している.

寒海性海草のスガモは，中庭報告 （ 1 9 9 5 )で11 
地域で確認しており茨城県沿岸に産する海草の主 

な種となっている.また，中 庭 •小 高 （ 1 9 8 3 )は 

スガモの南限地が従来，茨城県沿岸とされていた 

が，千葉県铫 子市外川であることを確認して報告 

した.

スガモは，ひたちなか市の3 地域に広く生育し 

ており，また，個体数も極めて多い.

ひたちなか市の殿山町海岸は，茨城県における 

北限種であるエビアマモの最大の海草群落が形成 

されている地域である.エビアマモの生育地域が 

減少している現在，茨城県沿岸に残る最後の貴重 

なアマモ場である.
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